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平成 30 年 3 月 13 日

第 6号

ふ　　え　　　　　　　　　　ね　　

笛の音久喜市立郷土資料館だより

　鷲宮神社の年越祭にあわせ、国指定重要無形民俗文

化財「鷲
わしのみや

宮催
さい

馬
ば ら

楽神
か ぐ ら

楽」の奉納が行われました。神

楽の奉納は年 6 回、神社の神楽殿で行われています。

時間は午前 11 時頃から午後 3 時頃までです。1 月

1 日は昼だけでなく、午前 0 時～午前 2 時頃（12 月

31 日夜中）にも行われます。また、4 月 15 日には

市内の八甫地区にある鷲宮神社でも奉納が行われ、「外　

天
あま

津
つ

国
くに

津
つ

狐
きつね

之
の

舞
まい

」という演目が行われます。

 ◆　神　楽　の　日　程　◆
１月１日……………（歳旦祭）
２月１４日…………（年越祭）
４月１０日…………（春季崇敬者大祭）
７月３１日…………（夏越祭）
１０月１０日………（秋季崇敬者大祭）
１２月初酉日………（大酉祭）
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　安積得也は、明
め い じ

治 33 年（1900）に東京の深
ふかがわ

川で

生まれました。2 歳の時に父を亡くし、6 歳で 桜
さくら

田
 だ  むら

村大字上
かみかわさき

川崎（現久喜市上川崎）の母の実家に移り

住みました。桜田村で少年時代を過ごした得也は、桜

田尋
じん

常
じょう

小学校（現桜田小学校）を卒業し、粕
かすかべ

壁中学校

（現春日部高等学校）、第一高等学校（現東京大学教養

学部）を経て、東京帝国大学（現東京大学）法学部に

進学しました。大学卒業後は内
ないむしょう

務省に入省し、内務官

僚として栃木県知事や岡山県知事などの要職を歴
れきにん

任し

ました。

　一方で詩人や社会評論家としても活躍しました。得

也の『詩集　一人のために』は、昭
しょうわ

和 28 年（1953）

の出版以来、度々重
じゅうはん

版され、現在でも多くの人々に読

まれています。得也の詩や随筆には、人間の可能性を

信じ、人生は永遠の途中であるとする「未
み

見
けん

の我
われ

」と

いう考えが根底にあります。この未見の我という考え

は、得也が中学１年生の時にカンニングの濡れ衣に

よって赤
せきめん

面 恐
きょう

怖
ふ

症
しょう

とな

り、悩
なや

みぬいた末
すえ

に「自

分の中にはまだ見ぬ自

分がいる」と考え、自

らの可能性を信じて心

の支えとしたものです。

　得也は、第一高等学

校への進学を機
き

に桜田

村を離れますが、後に

母校である桜田小学

校をはじめ、江
え

面
づら

第

二小学校・菖蒲南中

学校・鷲宮中学校の市内４校の校歌を作詞していま

す。子どもたちの限りない可能性に期待する得也の歌

詞は、今もなお子どもたちによって歌い継がれていま

す。

　　　　　　　　　（郷土資料館学芸員　巻島　千明）

　鷲宮神社の神楽は、享
きょうほう

保 11 年（1726）に大
だ い ぐ う じ

宮司

大
おおうちくにひさ

内国久（1680 ～ 1740）が記した「土
は じ

師 一
いちりゅう

流 催
さい

馬
ば ら

楽神
か ぐ ら

楽歌
うた

実
じつろく

録」の写本が伝えられていることから、

この頃までに現在の 12 座に編成されたと考えられて

います。また、天
てんぽう

保期（1830 ～ 43）には、大宮司

大内国
くにまさ

政（1812 ～ 44）によって神楽の歴史と 12 座

の詳細を記録した「鷲
わしのみや

宮古
こ

式
しき

神
か ぐ ら

楽正
しょうろく

録」（「鷲宮旧正

録」）が書かれています（『笛の音』第 5 号、「神楽の

世界⑤　江戸時代の神楽（中編）」参照）。

　天保期の神楽を物語るものに、天保 10 年（1839）

に建立された「永
えいたい

代大
だいだい

々御
お

神
か ぐ ら

楽」の石
せき

碑
ひ

があります。

この石碑は、大内国政が天保 8 年（1837）の臨時神

楽の経緯について記したものです。碑文を意訳すると、

「鷲
わしのみや

宮 大
だいみょう

明神
じん

を深く信仰する 27 人の人々は、祝部の

小山政房・坪井勝則に従って毎年神楽を奉納していた。

人々は大
おお

御
み

神
かみ

の御
み

心
こころ

をやすめようと勧
かんじん

進を始め、一

昨年（天保 8 年）の 9 月 10 日に臨時神楽を奉納した。

この時、境
けいだい

内に集まった人は 69 人にもおよんだ。こ

れからも 9 月 10 日の神楽奉納が続くように、今回の

経緯を大宮司国政が人々に代わって記した。」とあり

ます。石碑の裏面には、講
こうもと

元の小山勘解由をはじめと

する 69 人の名前が彫られています。

　この臨時神楽の翌年には、「鷲宮大明神日御供講」

が組織されています。講は「永代日御供太々神楽講中

執立連名仮帳」（島村家文書№ 577）によると、毎朝・

毎月の神事を行い、毎年 9 月 11 日に永代神楽を執行

するとし、神楽を中心とした鷲宮神社の信仰者で構成

されました。講の世話人は、小山勘由解を含む 8 人で、

いずれも鷲宮神社の社
しゃ

家
け

や神
か ぐ ら

楽役
やく

などを務める人々で

した。

　このように、天保期には鷲宮神社周辺の人々によっ

て神楽講が組織化されました。また、天保８年の臨時

神楽の奉納から神楽講の組織化、「永代大々御神楽」

石碑の建立という過程において、大内国政の「鷲宮古

式神楽正録」は、鷲宮神社の信仰者に神楽を伝
で ん ぱ

播させ

る意図をもって執筆されたものとも考えられていま

す。　　　　　     　

　　　　　　　　　（郷土資料館学芸員　巻島　千明）
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神楽の世界　⑥　　江戸時代の神楽（後編）

　
久喜ゆかりの人物 安

あ づ み

積　得
と く や

也
明治33年 (1900) ～平成 6年 (1994)

      安積得也の随筆『未見への出発』

     （昭和 12 年、当館蔵）
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学芸員実習の受け入れについて

小学生向け ワークシート配布中！

　郷土資料館では小学生向けにワークシートを配布中です。お子様はもちろん、

大人の方もワークシートを片手に資料館の展示をご覧ください。

　

栗橋関所の役割や関所手形について学ぶことができる

ワークシートです。

郷土資料館収蔵品展「ちょっとむかしの

道具たち」の内容にあわせたワークシー

トです。昭和 30 年代の民具を中心に、

昔の道具について学ぶことができます。

「教えて！番士くん」ワークシート

「ちょっとむかしの道具たち」ワークシート

▲

　郷土資料館では毎年、学芸員資格取得を目指す大学生

の学芸員実習生を受け入れています。実習は例年７月か

ら９月の間に行われ、実習期間は２週間程度です。実習

内容は毎年変わりますが、主に資料館に寄贈された資料

の整理や展示キャプションの作成、収蔵資料を用いたス

ポット展示などの実習を行います。

　平成２９年度は久喜ゆかりの偉人本多静六博士（『笛の音』

第３号で紹介しました）に関係する資料の整理を行い、整

理した古写真を用いてスポット展示を行いました。

　平成３０年度も受け入れを予定しています（久喜市のホー

ムページに実習の案内を掲載しています。URL:http://www.

city.kuki.lg.jp/miryoku/rekishi_bunkazai/kyodoshiryokan/

gakugeiinjisshu.html）。さらに詳しくお知りになりたい方は、

お気軽に郷土資料館までお問合せください。

キャプション作成をする実習生

実習生によるスポット展示の様子

▲



　　　久喜市立郷土資料館だより

　  笛の音　　    第 6 号

　　発　行　　平成 30 年（2018）3 月 13 日

　　久喜市立郷土資料館
　　〒 340-0217
　　埼玉県久喜市鷲宮 5-33-1
　　電　話　0480-57-1200
　　e-mail　kyodoshiryokan@city.kuki.lg.jp
　　URL　   http://www.city.kuki.lg.jp/
　　開館時間　午前 10 時～午後 6 時
　　休館日　　月曜日（祝日除く）、年末年始、
　　　　　　　祝日の翌日、月末金曜日
　　入館料　　無料
　　　　　　　　　 ※有料の特別展を開催する場合があります
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電車で

　■東武伊勢崎線　鷲宮駅下車　徒歩 15 分

　■ＪＲ宇都宮線　東鷲宮駅下車 「豊野コミュニティセンター」

　　 行きバス 「図書館入口」 下車　徒歩 2 分

自動車で

　■東北自動車道　　加須インターから 10 分

　　　　　　　　　　　　　 久喜インターから 25 分　　

お 知 ら せ 情 報

収蔵品展「ちょっとむかしの道具たち」

　昭和 30 年代の民具を中心に、昔の道具を紹介しています。はじめて

見る道具や懐かしい道具たちの展示をぜひご覧ください。

会　　場　郷土資料館展示室 2

開館時間　午前 10 時～午後 6 時

　　　　　月曜日、2月23日（金）、3月22日（木）、

　　　　　3 月 30 日（金）

平成 30年 1月 27 日（土）～ 3月 31 日（土）

　久喜市内に伝わる獅子舞について、専門家から

お話いただきます。

場　　所　郷土資料館視聴覚ホール

日　　時　平成 30 年 3 月 24 日（土）

　　　　　午後１時 30 分～午後２時（受付午後１時から）

講　　師　板垣時夫さん

　　　（白岡市教育委員会生涯学習課主任専門員）

対　　象　市内在住・在勤・在学者

定　　員　40 人（申込順）

申 込 み  3 月 12 日（月）８時 30 分から

※郷土資料館では申込みを受け付けていません。

休 館 日

平成 29年度文化財講座　参加者募集

東部地区文化財担当者会巡回展「埼玉県東部の交通」

　明治時代以降、川舟から鉄道へと移り変わっ

ていった県東部地区の交通の変遷について、パ

ネルを中心に紹介しています。

平成 30年 2月 3日（土）～ 3月 18 日（日）
会　　場　郷土資料館展示ホール

開館時間　午前 10 時～午後 6 時

　　　　　月曜日、2月23日（金）、3月22日（木）、

　　　　　3 月 30 日（金）

休 館 日

直接または電話・E メールで、教育委

員会文化財保護課文化財・歴史資料係

（TEL:0480-22-5555/ 内線 :383）

E メール :bunka@city.kuki.lg.jp


